
247

乳幼児の事故やけがに関する調査へのご協力のお願い

かねてから、鹿児島市政にご理解とご協力を賜りありがとうございます。

本市では、平成２４年度から、世界保健機関（ＷＨＯ）が推進している「セーフコミュニ

ティ」に取り組んでおります。

「セーフコミュニティ」とは、安心安全に生活できるまちづくりのために、市民、関係団

体そして行政が協働して事故やけがの防止に取り組む活動を行っている自治体をＷＨＯ関連

機関が認証する制度です。

今回の調査は、事故やけがの防止対策に役立てるために、乳幼児の事故やけがの実態に関

し調査するもので、本市にお住まいの乳幼児がいらっしゃる世帯の中から２，０００人の方

を無作為に選び、調査票をお送りしております。

ご多忙中、誠に恐縮ですが、調査趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

※ この調査結果は、セーフコミュニティの推進に関する以外の目的では一切利用いたしま

せんので、率直なご意見をお聞かせくださいますよう、お願いします。

● 調査票の記入について

１ 調査対象にしているお子さんの保護者の方がご回答ください。

２ 特別の注意書きがない限り、平成２６年１０月１日（水）現在でご回答ください。

３ 特別の注意書きがない限り、回答欄中のあてはまる番号を○で囲んでください。また、

かっこ内には適切な言葉をご記入ください。

４ ご回答後の調査票は、お手数ですが平成２６年１１月１８日（火）までに、同封の返

信用封筒（切手不要）に入れ、郵便ポストに投函くださいますようお願いします。

５ 本調査に関してご不明な点などございましたら、お手数ですが下記までご連絡くださ

い。

お問合せ先

  〒８９２－８６７７

  鹿児島市山下町１１－１ 鹿児島市 市民局 危機管理部 安心安全課

              電話２１６－１２０９  ＦＡＸ２２６－０７４８
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平成２６年度事故やけがに関する調査（乳幼児）

あてはまる番号に○をつけてください。カッコ内には適切な言葉をご記入ください。

１ 対象のお子さん（封書の宛名）のことやお住まいのことについて

問１ 対象のお子さんについてお聞きします。

問２ あなた（保護者）のお住まいについてお聞きします。

(1) 対象（封書の宛名）  

  のお子さん

※26 年 10 月 1日現在

性別   ①男  ②女

年齢  （   ）歳（   ）か月

(2) 対象（封書の宛名）  

  のお子さんの就園

※26 年 10 月 1日現在

就園   ①未就園児

②保育園児

③幼稚園児

(3) 家族構成

①子どもと両親

②子どもと母（又は父）

③子どもと両親と祖父母等

④子どもと母（又は父）と祖父母等

⑤その他

(1) 現住所地 （               ） 例）山下町、谷山中央４丁目

(2) 小学校区 ①（       ）校区   ② 分からない



鹿児島市                                市民用（乳幼児）調査票

249

２ 交通安全について

問３ 対象のお子さんは、この１年間（平成２５年１０月から平成２６年９月まで）に

交通安全教室（講習会などを含む）に参加したことがありますか。（ひとつに○）

①ある                ②ない  → 問３－１ご回答後、問４へ

③わからない

問３で『②ない』とご回答された方にお聞きします。

問３－１ 対象のお子さんが、交通安全教室（講習会などを含む）に参加したことがない

理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①以前に参加したことがあるから

②（子どもが）交通ルールを知っており、常に守っているから

③どのように参加すればいいのかわからないから

④いつ、どこで開催されているのかわからないから

⑤子どもと一緒に参加できる内容の教室がないから

⑥（子どもが）参加する時間がないから

⑦開催場所が遠い、または交通が不便な場所であるから

⑧（子どもが）教室が長時間であると耐えられないから

⑨子どもと一緒に参加できる人がいないから

⑩（子どもが）参加するのを面倒くさがるから

⑪（子どもが）人が集まる場所が苦手だから

⑫家庭での教育で十分だから

⑬幼稚園や保育所での教育で十分だから

⑭その他（                       ）

→ 問４へ
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問４ あなた（保護者）は、歩行中に道路を横断する際、近辺に横断歩道がある場合は

利用していますか。（ひとつに○）

①必ず利用している   

②時々利用する     

③利用しない       → 問４－１ご回答後、問５へ

問４で『③利用しない』にご回答された方にお聞きします。

問４－１ 横断歩道を利用しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①面倒くさいから

②遠回りになるから

③横断歩道は必ずしも安全ではないから

④どこを渡ろうが事故をしなければよいと思うから

⑤他の人も利用していないから

⑥その他（                        ）

問５ あなた（保護者）は、歩行中に道路を横断する際、安全確認をおこなっていますか。

（ひとつに○）

①しっかり確認している

②渡り始めに確認し、そのまま横断している

③あまり確認しない

④まったく確認しない

⑤その他（                     ）

→ 問５へ
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＜道路の安全な通行＞

問６ あなた（保護者）は、歩行中に信号機のついた横断歩道を渡る際、ルール（信号）を

守っていますか。（ひとつに○）

①守っている

②概ね守っている

③あまり守っていない

④ほとんど守っていない

問６で『③あまり守っていない』『④ほとんど守っていない』のいずれかにご回答された方

にお聞きします。

問６－１ ルール（信号）を守っていないことがある理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①信号を待つのが面倒くさいから

②自分で安全確認をしているから

③事故さえしなければよいと思うから

④信号が青の間に渡りきれないから

⑤信号の待ち時間が長すぎるから

⑥その他（                        ）

・右左右を見て、安全を確認して横断を始める。

さらに、道路中央付近でもう一度左右を確認する。

・車両の直前・直後の横断や、通行量の多い道路での無理な横断は危険なので、

行わない。

・夜間、外出する際は、明るい色の服装に夜光反射材を着用する。

→ 問６－１ご回答後、問７へ

→ 問７へ
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３ 不慮の事故について

問７ 不慮の事故とは、交通事故、転倒、転落、おぼれる、やけど、窒息、中毒などを

いいますが、対象のお子さんに対し、特に注意している不慮の事故は何ですか。

（３つまで○）

  ①交通事故    ②転倒     ③転落     ④おぼれる

  ⑤やけど     ⑥窒息     ⑦中毒     ⑧その他（       ）

対象(封筒の宛名)のお子さんのこの１年間（平成２５年１０月～平成２６年９月）の

「事故やけが」の状況についてお聞きします。

この場合の「事故やけが」とは、不慮の事故によるけがなどを指します。

問８ 対象のお子さんが、この１年間にもう少しで「事故やけが」に遭いそうになり

ヒヤリとしたことはありますか。（ひとつに○）

①ある →問８－１、２ご回答後、問９へ

②ない →問９へ

問８で『①ある』とご回答された方にお聞きします。   

問８－１ この１年間に対象のお子さんで、ヒヤリとしたことは、どのくらいの頻度で

ありますか。（一番近いものひとつに○）

   ①毎日５回以上     ②毎日５回未満    ③２、３日に数回

   ④１～２週間に数回   ⑤１か月に数回    ⑥年に数回

⑦その他（                   ）

問８－２ この１年間に対象のお子さんで、一番多くヒヤリとした体験は何ですか。

（ひとつに○）

   ①交通事故    ②転倒     ③転落     ④おぼれる

   ⑤やけど     ⑥窒息     ⑦中毒     ⑧その他（           ）
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問９ 対象のお子さんは、この１年間に「事故やけが」の経験がありますか。（ひとつに○）

①ある → 問 10ご回答後、問 11へ

②ない → 問 11へ

問９で『①ある』とご回答された方にお聞きします。

問 10 対象のお子さんのこの１年間（平成２５年１０月～平成２６年９月）にあった事故や

けがについて、ア：場所、イ：種類、ウ：医療機関の受診の状況、エ：その事故やけ

がを未然に防ぐことができた可能性を、それぞれ１つずつ、該当する番号でご回答く

ださい。事故やけがの経験が複数ある場合は、最大２件までご回答ください。

（例）ベッドから落ちて頭を打ったため、医療機関で受診し、通院した。その後転落防止のため、

   →ア①  →イ③        →ウ⑤               →エ①

  ベッドに転落防止柵を設置した。

(例) １件目 ２件目

ア 事故やけがをした場所

①自宅（屋内）       ②自宅の庭など（屋外）

③歩道・道路        ④公園・広場

⑤車・電車・バスなどの中  ⑥海・川・湖・池

⑦商業・飲食・娯楽施設  ⑧保育園・幼稚園・その他通園施設

⑨公共の場所（市の施設など）⑩その他（          ）

①

イ 事故やけがの種類

①交通事故         ②転倒

③転落           ④おぼれた

⑤やけど（熱湯、アイロンなど）          

⑥窒息（のどに食べ物をつまらせたなど）

⑦異物などの誤飲（たばこの吸殻など）

⑧中毒（洗剤を飲み込んだ、煙を吸ったなど）

⑨ドアなどに挟まった

⑩人や物との接触

⑪ハサミなどの鋭利なものでのけが

⑫虫にさされた、動物にかまれた

⑬物の落下

⑭その他（                       ）

③
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ウ 医療機関の受診

①家庭などでの応急処理で済んだ

②救急車で医療機関に搬送された

③救急車で医療機関に搬送され、入院・通院した（している）

④医療機関で受診した

⑤医療機関で受診し、入院・通院した（している）

⑥その他（                        ）

⑤

エ 未然に防ぐことができた可能性

①防ぐことができた

②防ぐことはできなかった

③わからない

①

問 10の『イ 事故やけがの種類』で『②転倒』、『③転落』、『④おぼれた』『⑤やけど』

『⑥窒息』のいずれかにご回答された方にお聞きします。

問 10の『イ 事故やけがの種類』で『②転倒』とご回答された方にお聞きします。

（※問 10で１件目と２件目のどちらも『イ 事故やけがの種類』を『②転倒』と

ご回答された場合は、１件目のものについてご回答ください。）

問 10－１ 転倒の原因（ひとつに○）

①段差、ものに足をひっかけた     

②友だちなどに押された

③手をひっぱられた（犬の散歩など）

④すべった

⑤人や物との接触

⑥その他（                  ）
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問 10の『イ 事故やけがの種類』で『③転落』とご回答された方にお聞きします。

（※問 10で１件目と２件目のどちらも『イ 事故やけがの種類』を『③転落』と

ご回答された場合は、１件目のものについてご回答ください。）

問 10－２ 転落の原因（ひとつに○）

①ベッド、椅子、ソファーから落ちた   

②階段から落ちた

③窓、ベランダ、屋上から落ちた

④抱き上げていて落としてしまった

⑤遊具（ジャングルジムなど）で遊んでいて落ちた

⑥その他（                                   ）

問 10の『イ 事故やけがの種類』で『④おぼれた』とご回答された方にお聞きします。

（※問 10で１件目と２件目のどちらも『イ 事故やけがの種類』を『④おぼれた』と

ご回答された場合は、１件目のものについてご回答ください。）

問 10－３ おぼれた場所（ひとつに○）      

①風呂場            ②プール（子ども用プールを含む）

③海・川・湖・池       ④その他（                  ）

問 10の『イ 事故やけがの種類』で『⑤やけど』とご回答された方にお聞きします。

（※問 10で１件目と２件目のどちらも『イ 事故やけがの種類』を『⑤やけど』と

ご回答された場合は、１件目のものについてご回答ください。）
  

問 10－４ やけどの原因（ひとつに○）

①お風呂の湯・シャワー    ②やかん・ポット

③花火            ④暖房機（ストーブなど）

⑤アイロン          ⑥ホットプレート、炊飯器など（調理家電）

⑦食べ物・飲み物        ⑧その他（                   ）  
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問 10の『イ 事故やけがの種類』で『⑥窒息』とご回答された方にお聞きします。

（※問 10で１件目と２件目のどちらも『イ 事故やけがの種類』を『⑥窒息』と

ご回答された場合は、１件目のものについてご回答ください。）

問 10－５ 窒息の原因・状況（ひとつに○）

①食べ物を詰まらせた

②手元にあったもの（おもちゃ、ボタンなど）を口に入れてしまい、詰まらせた

③おう吐物が鼻・口をふさいだ

④うつぶせ寝

⑤ビニール袋等を頭にかぶった・かぶされた

⑥添い寝で、親の腕等が鼻・口をふさいだ

⑦紐（ブラインドの紐やベルトなど）が首にまきついた

⑧その他（                                   ）

問 11 お子さんの事故やけがの予防に関する情報は、なに（どこ）から得ていますか。

また、お子さんの事故やけがの予防のために、より充実して欲しいと思うものは、

なに（どこ）ですか。（３つまで○）

３つまで○ ３つまで○

項    目 現在、得ている 充実して欲しい

①家族・親戚

②友人・知人

③テレビ・ラジオ・新聞

④インターネット（ＳＮＳを含む）

⑤病院

⑥保育園・幼稚園

⑦保健所、保健センター

⑧子育てサークルなど

⑨子育て教室・講座

⑩育児雑誌

⑪子育て支援施設（りぼんかん・なかまっちなど）

⑫その他（                     ）
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問 12 問 11の情報を収集した後、事故やけがに関して、あなた（保護者）は

対象のお子さんに対する考え方や行動の変化はありましたか。（ひとつに○）

Ａ考え方の変化 ①あった    ②なかった    ③わからない

考え方の変化の例

（子どもを車内に残して車を離れることが危険だと思った。）

（タバコや灰皿が子どもの手に届くところにあると危険だと思った。）

（子どもがお箸や歯ブラシをくわえたまま歩き回ることは危険だと思った。）

Ｂ行動の変化 ①あった    ②なかった    ③わからない

行動の変化の例

（子どもを車内に残して車を離れなくなった。）

（タバコや灰皿を子どもの手の届かないところにおくようになった。）

（子どもがお箸や歯ブラシをくわえたまま歩き回らないよう注意するようになった。）

問 13 あなた(保護者)は、日頃からどのような子どもの安全対策をとっていますか。

過去にとった対策についても、○をつけてください。
あてはまるもの

すべてに○

①熱いお茶などの入ったコップなどをテーブルの端に置かないようにしている

②箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩き回らないように注意している

③よく体をぶつけてしまいそうな家具などの角にカバーをしている

④たんす、食器棚、冷蔵庫の扉が開かないように安全グッズを設置している

⑤ドアやとびらに手を挟まないように安全グッズを設置している

⑥窓や扉から飛び出さないように安全グッズを設置している

⑦階段に転落防止柵を設置している（昇らないような防止柵も含む）

⑧ベッドに転落防止柵を設置している

⑨ベランダから身をのりださないように台座などは置かないようにしている

⑩トイレの中に落ちないようにする子ども用の便座やふたをしている

⑪浴槽ですべって溺れないようにすべり止めを設置している

⑫浴槽の水は残さないようにしている

⑬ライター、刃物など危ないものは、子どもの手の届かないところに置いている

⑭たばこを放置しない

⑮かかりつけの医療機関や緊急時の連絡先が分かるようにしている

⑯その他（                              ）
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４ 子育てへの支援について

問 14 あなた（保護者）は、自分が親になる前に、妊娠や子どもを育てるということに

ついて、考える機会がありましたか。（ひとつに○）

①学校（小・中・高校等）の授業等で学び考えた

②家庭で親・兄弟の妊娠・育児を通じて学び考えた

③親戚、友人・知人の妊娠・育児を通じて学び考えた

④近所の人から教えてもらいながら考えた

⑤自分が親になるまで、考えたことはない

⑥その他（                            ）

問 15 あなた（保護者）は、子どもに手をあげたくなったり、世話したくないと思うときが

ありますか。（ひとつに○）

①ほとんどいつもそう思う

②たまにそう思う

③全然そうは思わない

問 16 あなた（保護者）は、子育てで困ったときに相談する人や施設がありますか。

（ひとつに○）

①ある → 問 17ご回答後、問 18へ

②ない → 問 18へ
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問 16で『①ある』とご回答された方にお聞きします。

問 17 子育てで困ったとき、誰（又はどこ）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①夫婦で話し合いをする

②親、兄弟姉妹や親戚に相談する

③近所の人や友人に相談する

④保健センターや助産院などの専門スタッフに相談する

⑤子育て支援施設（りぼんかん等）の専門スタッフに相談する

⑥保育園・幼稚園の先生に相談する

⑦その他（                        ）

問 18 子育て中の親への支援についてお聞きします。

問 18－１ あなた（保護者）の子育てを手伝ってくれる人はいますか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①配偶者

②親・兄弟姉妹・親戚

③知人・友人

④近隣住民

⑤いない

⑥その他（                         ）
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問 18－２ あなた（保護者）は、子どもの一時預かりの施設等を利用したことが

ありますか。（ＡからＤの項目ごとにひとつに○）

項   目 利用の有無 利用頻度

Ａ ファミリー・サポート・センターの育児支援
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｂ 保育園の一時預かり
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｃ 幼稚園の預かり保育
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｄ すこやか子育て交流館（りぼんかん）の

一時預かり

①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

問 19 あなた（保護者）は、どのような子育て支援を活用していますか。また、どのような

子育て支援があればいいと考えていますか。（最も希望するもの３つに○）

３つまで○ ３つまで○

項   目 現在活用している 充実して欲しい

①電話相談

②家庭訪問

③保育園や幼稚園への通園

④子育て講座の受講

⑤保護者同士の交流会

⑥子どもの発達相談や健診

⑦育児サークル

⑧地区ごとの子ども行事

⑨保護者への心理相談

⑩その他（                 ）
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５ 防災について

※問 20～22 は桜島にお住まいの方（保護者）への質問です。

問 20 桜島の大噴火時には、市役所から避難情報を広報します。避難情報などの情報は何で

収集しますか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①テレビ・ラジオ

②防災行政無線

③広報車、消防車両

④安心ネットワーク１１９メール

⑤エリアメール

⑥市ホームページ

⑦近所の声掛け

⑧わからない

問 21 避難情報は、消防局等から携帯電話のメール（安心ネットワーク１１９メール）を

   通じて広報しますが、携帯電話をお持ちですか。（ひとつに○）

①はい                ②いいえ
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問 22 「避難勧告」が出された場合、避難港へ避難して「家族カード」を提出することと

    なっていますが、「避難勧告」が出される前に自主的に避難する場合、避難したこと

を地域の方などにどのように伝えようと考えていますか。（ひとつに○）

①特に誰にも伝えない

②近所の人へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

③町内会長へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

④消防団員へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

⑤民生委員へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

⑥わからない

問 23 事故やけがの予防に関し、ご意見・ご感想などありましたらご記入ください。

質問は以上です。最後までご協力頂きましてありがとうございました。

同封の返信用封筒（切手不要）にこの調査票を入れ、

１１月１８日（火)までに、郵便ポストに投函くださいますようお願いします。
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小学生・中学生の事故やけがに関する調査へのご協力のお願い

かねてから、鹿児島市政にご理解とご協力を賜りありがとうございます。

本市では、平成２４年度から、世界保健機関（ＷＨＯ）が推進している「セーフコミュニ

ティ」に取り組んでおります。

「セーフコミュニティ」とは、安心安全に生活できるまちづくりのために、市民、関係団

体そして行政が協働して事故やけがの防止に取り組む活動を行っている自治体をＷＨＯ関連

機関が認証する制度です。

今回の調査は、事故やけがの防止対策に役立てるために、小学生・中学生の事故やけがの

実態に関し調査するもので、本市にお住まいの小学生・中学生がいらっしゃる世帯の中から

２，０００人の方を無作為に選び、調査票をお送りしております。

ご多忙中、誠に恐縮ですが、調査趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

※ この調査結果は、セーフコミュニティの推進に関する以外の目的では一切利用いたしま

せんので、率直なご意見をお聞かせくださいますよう、お願いします。

● 調査票の記入について

１ 調査対象にしているお子さんと一緒に保護者の方がご回答ください。

   （問 3、問 4 については、対象の小中学生ご本人がご回答ください。）

２ 特別の注意書きがない限り、平成２６年１０月１日（水）現在でご回答ください。

３ 特別の注意書きがない限り、回答欄中のあてはまる番号を○で囲んでください。また、

かっこ内には適切な言葉をご記入ください。

４ ご回答後の調査票は、お手数ですが平成２６年１１月１８日（火）までに、同封の返

信用封筒（切手不要）に入れ、郵便ポストに投函くださいますようお願いします。

５ 本調査に関してご不明な点などございましたら、お手数ですが下記までご連絡くださ

い。

お問合せ先

  〒８９２－８６７７

  鹿児島市山下町１１－１ 鹿児島市 市民局 危機管理部 安心安全課

              電話２１６－１２０９  ＦＡＸ２２６－０７４８
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平成２６年度 事故やけがに関する調査（小中学生）

あてはまる番号に○をつけてください。カッコ内には適切な言葉をご記入ください。

１ 対象（封書の宛名）のお子さんのことやお住まいのことについて

問１ 対象のお子さんについてお聞きします。

問２ あなた（保護者）のお住まいについてお聞きします。

(1) 対象（封書の宛名）の  

  お子さん

※26年 10 月 1日現在

性別   ①男       ②女

年齢  （    ）歳

(2) 対象（封書の宛名）の  

  お子さんの学年

①小学１年生   ④小学４年生   ⑦中学１年生

②小学２年生   ⑤小学５年生   ⑧中学２年生

③小学３年生   ⑥小学６年生   ⑨中学３年生

(1) 現住所地 （             ） 例）山下町、谷山中央４丁目

(2) 小学校区 ①（       ）校区   ② 分からない
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２ 交通安全について

問３ 近年、歩行中にスマートフォンを使用する「歩きスマホ」が社会問題となっています

が、対象のお子さんは、歩行中や自転車運転中に、携帯電話（スマートフォンを含む）

を使用したことがありますか。（あてはまるものすべてに○）

※使用したことがない方、携帯電話（スマートフォンを含む）をお持ちでない方は、

③に○をつけてください。 あてはまるもの

すべてに○

①歩行中に使用したことがある

②自転車運転中に使用したことがある

③使用したことはない

問４ 対象のお子さんは、自転車の運転中、携帯電話（スマートフォンを含む）の使用が法

律で禁止されていることを知っていますか。（ひとつに○）

①知っている      ②知らない      ③わからない

＜鹿児島県道路交通法施行細則一部抜粋＞

自転車を運転するときは、携帯電話用装置を手で保持して通話若しくは操作を行い、

又は画像表示用装置に表示された画像を注視しないこと。

【罰則規定】

・５万円以下の罰金

「歩きスマホ」とは、歩行中にスマートフォンを操作したり、

画面に注視することです。

スマートフォンなどの携帯電話を歩行中に使用することは、周りが見えなくなり、

大変危険です。立ち止まって安全な場所で使用するよう心がけましょう。

また、自動車や自転車運転中の携帯電話（スマートフォンを含む）の使用は法律で

禁止されています。

重大な事故の原因ともなりますので、絶対に行わないようにしましょう。
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問５ あなた（保護者）は、歩行中に道路を横断する際、近辺に横断歩道がある場合は

利用していますか。（ひとつに○）

①必ず利用している   

②時々利用する     

③利用しない       → 問５－１ご回答後、問６へ

問５で『③利用しない』にご回答された方にお聞きします。

問５－１ 横断歩道を利用しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①面倒くさいから

②遠回りになるから

③横断歩道は必ずしも安全ではないから

④どこを渡ろうが事故をしなければよいと思うから

⑤他の人も利用していないから

⑥その他（                        ）  

問６ あなた（保護者）は、歩行中に道路を横断する際、安全確認をおこなっていますか。

（ひとつに○）

①しっかり確認している

②渡り始めに確認し、そのまま横断している

③あまり確認しない

④まったく確認しない

⑤その他（                         ）

＜道路の安全な渡り方＞

・右左右を見て、安全を確認して横断を始める。

さらに、道路中央付近でもう一度左右を確認する。

・車両の直前・直後の横断や、通行量の多い道路での無理な横断は危険なので、

行わない。

・夜間、外出する際は、明るい色の服装に夜光反射材を着用する。

→ 問６へ
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問７ あなた（保護者）は、歩行中に信号機のついた横断歩道を渡る際、ルール（信号）を

守っていますか。（ひとつに○）

①守っている

②概ね守っている

③あまり守っていない

④ほとんど守っていない

問７で『③あまり守っていない』『④ほとんど守っていない』のいずれかにご回答された方

にお聞きします。

問７－１ ルール（信号）を守っていないことがある理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①信号を待つのが面倒くさいから

②自分で安全確認をしているから

③事故さえしなければよいと思うから

④信号が青の間に渡りきれないから

⑤信号の待ち時間が長すぎるから

⑥その他（                        ）

３ 子育てへの支援について

問８ あなた（保護者）は、自分が親になる前に、妊娠や子どもを育てるということについ

て、考える機会がありましたか。（ひとつに○）

①学校（小・中・高校等）の授業等で学び考えた

②家庭で親・兄弟の妊娠・育児を通じて学び考えた

③親戚、友人・知人の妊娠・育児を通じて学び考えた

④近所の人から教えてもらいながら考えた

⑤自分が親になるまで、考えたことはない

⑥その他（                            ）

→ 問７－１ご回答後、問８へ

→ 問８へ
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問９ あなた（保護者）は、子どもに手をあげたくなったり、世話したくないと思うときが

ありますか。（ひとつに○）

①ほとんどいつもそう思う

②たまにそう思う

③全然そうは思わない

問 10 あなた（保護者）は、子育てで困ったときに相談する人や施設がありますか。

（ひとつに○）

①ある → 問11ご回答後、問12へ

②ない → 問 12へ

問 10で『①ある』とご回答された方にお聞きします。

問 11 子育てで困ったとき、誰（又はどこ）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①夫婦で話し合いをする

②親、兄弟姉妹や親戚に相談する

③近所の人や友人に相談する

④保健センターや助産院などの専門スタッフに相談する

⑤子育て支援施設（りぼんかん等）の専門スタッフに相談する

⑥保育園・幼稚園の先生に相談する

⑦その他（                           ）
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問 12 子育て中の親への支援についてお聞きします。

問 12－１ あなた（保護者）の子育てを手伝ってくれる人はいますか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①配偶者

②親・兄弟姉妹・親戚

③知人・友人

④近隣住民

⑤いない

⑥その他（                        ）

12－２ あなた（保護者）は、子どもの一時預かりの施設等を利用したことがありますか。

（ＡからＤの項目ごとにひとつに○）

項   目 利用の有無 利用頻度

Ａ ファミリー・サポート・センターの育児支援
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｂ 保育園の一時預かり
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｃ 幼稚園の預かり保育
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｄ すこやか子育て交流館（りぼんかん）の

一時預かり
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回
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問 13 あなた（保護者）は、どのような子育て支援を活用していますか。（または、活用し

たことがありますか。）また、どのような子育て支援があればいいと考えていますか。

（最も希望するもの３つに○）

３つまで○ ３つまで○

項   目 現在活用している 充実して欲しい

①電話相談

②家庭訪問

③保育園や幼稚園への通園

④子育て講座の受講

⑤保護者同士の交流会

⑥子どもの発達相談や健診

⑦育児サークル

⑧地区ごとの子ども行事

⑨保護者への心理相談

⑩その他（                 ）

４ 防災について

※問 14～16 は桜島にお住まいの方（保護者）への質問です。

問 14 桜島の大噴火時には、市役所から避難情報を広報します。避難情報などの情報は何で

収集しますか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①テレビ・ラジオ

②防災行政無線

③広報車、消防車両

④安心ネットワーク１１９メール

⑤エリアメール

⑥市ホームページ

⑦近所の声掛け

⑧わからない
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問 15 避難情報は、消防局等から携帯電話のメール（安心ネットワーク１１９メール）を

   通じて広報しますが、携帯電話をお持ちですか。（ひとつに○）

①はい                ②いいえ

問 16 「避難勧告」が出された場合、避難港へ避難して「家族カード」を提出することと

    なっていますが、「避難勧告」が出される前に、自主的に避難する場合、避難した

ことを地域の方などにどのように伝えようと考えていますか。（ひとつに○）

①特に誰にも伝えない

②近所の人へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

③町内会長へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

④消防団員へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

⑤民生委員へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

⑥わからない

問 17 事故やけがの予防に関しご意見、ご感想などありましたらご記入ください。

質問は以上です。最後までご協力頂きましてありがとうございました。

同封の返信用封筒（切手不要）にこの調査票を入れ,

１１月１８日（火)までに、郵便ポストに投函くださいますようお願いします。
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鹿児島市民の事故やけがなどに関する調査へのご協力のお願い

かねてから、鹿児島市政にご理解とご協力を賜りありがとうございます。

本市では、平成２４年度から、世界保健機関（ＷＨＯ）が推進している「セーフコミュニ

ティ」に取り組んでおります。

「セーフコミュニティ」とは、安心安全に生活できるまちづくりのために、市民、関係団

体そして行政が協働して事故やけがの防止に取り組む活動を行っている自治体をＷＨＯ関連

機関が認証する制度です。

今回の調査は、事故やけがの防止対策に役立てるために、市民の事故やけがの実態に関し

調査するもので、本市にお住まいの１６歳から６４歳までの方の中から２，０００人の方を

無作為に選び、調査票をお送りしております。

ご多忙中、誠に恐縮ですが、調査趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

※ この調査結果は、セーフコミュニティの推進に関する以外の目的では一切利用いたしま

せんので、率直なご意見をお聞かせくださいますよう、お願いします。

● 調査票の記入について

１ 調査対象としている方がご回答ください。（ご本人様がご回答できない場合は、ご家族

の方などが、可能な範囲で聞き取り等を行いご回答ください。）

２ 特別の注意書きがない限り、平成２６年１０月１日（水）現在でご回答ください。

３ 特別の注意書きがない限り、回答欄中のあてはまる番号を○で囲んでください。また、

かっこ内には適切な言葉をご記入ください。

４ ご回答後の調査票は、お手数ですが平成２６年１１月１８日（火）までに、同封の返

信用封筒（切手不要）に入れ、郵便ポストに投函くださいますようお願いします。

５ 本調査に関してご不明な点などございましたら、お手数ですが下記までご連絡くださ

い。

お問合せ先

  〒８９２－８６７７

  鹿児島市山下町１１－１ 鹿児島市 市民局 危機管理部 安心安全課

              電話２１６－１２０９  ＦＡＸ２２６－０７４８
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平成２６年度 事故やけがに関する調査（一般）

あてはまる番号に○をつけてください。カッコ内には適切な言葉をご記入ください。

１ あなたのことやお住まいについて

問１ あなたの性別などについてお聞きします。

問２ あなたのお住まいについてお聞きします。

２ 交通安全について

問３ あなたは、自動車運転中、自分の不注意で事故に遭いそうになり、ヒヤリとしたこと

がありますか。（ひとつに○）

①ある   → 問３－１ご回答後、問４へ

②ない

③自分の不注意以外でヒヤリとしたことがある（相手の飛び出しなど）

④自動車は運転しない

⑤わからない

(1) 対象（封書の宛名）の方  

※26 年 10月 1日現在

性別   ①男   ②女

年齢  （   ）歳

(2) 対象（封書の宛名）の方の  

  就労状況

※26年 10月 1日現在

①就労している  ②就労していない  

③学生       ④その他

(1) 現住所地 （               ） 例）山下町、谷山中央４丁目

(2) 小学校区 ①（       ）校区   ② 分からない

→ 問４へ
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問３で『①ある』とご回答された方にお聞きします。

問３－１ あなたは、どのようなときに交通事故に遭いそうになり、ヒヤリとしましたか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①ハンドル操作やブレーキ操作を誤ったとき

②考え事をしながら運転していたとき

③よそ見をしながら運転していたとき

④寝不足や風邪薬等で眠くなったとき

⑤前方、左右、後方の安全確認を怠ったとき

⑥対向車の動きを見ていなかったとき

⑦道路横断中の歩行者等に気づくのが遅れたとき

⑧スピードを出しすぎて操作が上手くできなかったとき

⑨携帯やカーナビ等を操作し、運転に集中していなかったとき

⑩車間距離を十分にとっていなかったとき

⑪急発進をしたとき

⑫安全確認を怠り、車線変更をしたとき

⑬夜間にライトをつけ忘れていたとき

⑭夜間に歩行者等に気づくのが遅れたとき

⑮信号や一時停止等の規制を見落としたとき

⑯悪天候などで、視界や路面状態が悪いなか運転したとき

⑰その他（                        ）
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問４ あなたは、この１年間（平成２５年１０月から平成２６年９月まで）に交通安全教室

（講習会などを含む）に参加したことがありますか。（ひとつに○）

①ある                ②ない  → 問４－１ご回答後、問５へ

③わからない

問４で『②ない』とご回答された方にお聞きします。

問４－１ あなたが、交通安全教室（講習会などを含む）に参加したことがない理由は

何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①以前に参加したことがあるから

②交通ルールを知っており、常に守っているから

③どのように参加すればいいのかわからないから

④いつ、どこで開催されているのかわからないから

⑤参加したい内容の教室がないから

⑥参加する時間がないから

⑦開催場所が遠い、または交通が不便な場所であるから

⑧教室が長時間であると耐えられないから

⑨一緒に参加する人がいないから

⑩参加するのが面倒だから

⑪人が集まる場所が苦手だから

⑫その他（                       ）

→ 問５へ
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問５ 近年、歩行中にスマートフォンを使用する、「歩きスマホ」が社会問題となっています

が、あなたは、歩行中や自動車等運転中に、携帯電話（スマートフォンを含む）を

使用したことがありますか。（あてはまるものすべてに○）

※使用したことがない方、携帯電話（スマートフォンを含む）をお持ちでない方は、

⑤に○をつけてください。

あてはまるもの

すべてに○

①歩行中に使用したことがある

②自動車運転中に使用したことがある

③原動機付自転車運転中に使用したことがある

④自転車運転中に使用したことがある

⑤使用したことはない

問６ あなたは、自動車や原動機付自転車、自転車の運転中、携帯電話（スマートフォンを

含む）の使用が法律で禁止されていることを知っていますか。（ひとつに○）

①知っている      ②知らない        ③わからない

＜道路交通法一部抜粋＞

「歩きスマホ」とは、歩行中にスマートフォンを操作したり、

画面に注視することです。

スマートフォンなどの携帯電話を歩行中に使用することは、周りが見えなくなり、

大変危険です。立ち止まって安全な場所で使用するよう心がけましょう。

また、自動車や自転車運転中の携帯電話（スマートフォンを含む）の使用は法律で

禁止されています。

重大な事故の原因ともなりますので、絶対に行わないようにしましょう。

自動車または原動機付自転車を運転するときは、停止しているときを除き、

携帯電話用装置等を通話のために使用し、又は画像表示用装置に表示された画像を

注視してはならない。

【罰則規定】

・５万円以下の罰金

・規定に違反して交通の危険を生じさせた場合、３月以下の懲役又は５万円以下の罰金
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＜鹿児島県道路交通法施行細則一部抜粋＞

問７ あなたは、歩行中に道路を横断する際、近辺に横断歩道がある場合は利用しています

か。（ひとつに○）

①必ず利用している   

②時々利用する     

③利用しない       → 問７－１ご回答後、問８へ

問７で『③利用しない』にご回答された方にお聞きします。

問７－１ 横断歩道を利用しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①面倒くさいから

②遠回りになるから

③横断歩道は必ずしも安全ではないから

④どこを渡ろうが事故をしなければよいと思うから

⑤他の人も利用していないから

⑥その他（                        ）

問８ あなたは、歩行中に道路を横断する際、安全確認をおこなっていますか。（ひとつに○）

①しっかり確認している

②渡り始めに確認し、そのまま横断している

③あまり確認しない

④まったく確認しない

⑤その他（                        ）

→ 問８へ

自転車を運転するときは、携帯電話用装置を手で保持して通話若しくは操作を行い、

又は画像表示用装置に表示された画像を注視しないこと。

【罰則規定】

・５万円以下の罰金
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＜道路の安全な渡り方＞

問９ あなたは、歩行中に信号機のついた横断歩道を渡る際、ルール（信号）を守っていま

すか。（ひとつに○）

①守っている

②概ね守っている

③あまり守っていない

④ほとんど守っていない

問９で『③あまり守っていない』『④ほとんど守っていない』のいずれかにご回答された方

にお聞きします。

問９－１ ルール（信号）を守っていないことがある理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①信号を待つのが面倒くさいから

②自分で安全確認をしているから

③事故さえしなければよいと思うから

④信号が青の間に渡りきれないから

⑤信号の待ち時間が長すぎるから

⑥その他（                        ）

・右左右を見て、安全を確認して横断を始める。さらに、道路中央付近でもう一度左右を

確認する。

・車両の直前・直後の横断や、通行量の多い道路での無理な横断は危険なので、行わない。

・夜間、外出する際は、明るい色の服装に夜光反射材を着用する。

→ 問９－１ご回答後、問 10へ

→ 問 10へ
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３ 子育てへの支援について

現在、子育て中の方（１８歳以下のお子さんがいらっしゃる方）にお聞きします。

（それ以外の方は、問 16にお進みください。）

問 10 あなたは、自分が親になる前に、妊娠や子どもを育てるということについて、

考える機会がありましたか。（ひとつに○）

①学校（小・中・高校等）の授業等で学び考えた

②家庭で親・兄弟の妊娠・育児を通じて学び考えた

③親戚、友人・知人の妊娠・育児を通じて学び考えた

④近所の人から教えてもらいながら考えた

⑤自分が親になるまで、考えたことはない

⑥その他（                            ）

問 11 あなたは、子どもに手をあげたくなったり、世話したくないと思うときがありますか。

（ひとつに○）

①ほとんどいつもそう思う

②たまにそう思う

③全然そうは思わない

問 12 あなたは、子育てで困ったときに相談する人や施設がありますか。（ひとつに○）

①ある → 問13ご回答後、問14へ

②ない → 問 14へ
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問 12で『①ある』とご回答された方にお聞きします。

問 13 子育てで困ったとき、誰（又はどこ）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①夫婦で話し合いをする

②親、兄弟姉妹や親戚に相談する

③近所の人や友人に相談する

④保健センターや助産院などの専門スタッフに相談する

⑤子育て支援施設（りぼんかん等）の専門スタッフに相談する

⑥保育園・幼稚園の先生に相談する

⑦その他（                         ）

問 14 子育て中の親への支援についてお聞きします。

問 14－１ あなたの子育てを手伝ってくれる人はいますか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①配偶者

②親・兄弟姉妹・親戚

③知人・友人

④近隣住民

⑤いない

⑥その他（                         ）
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問 14－２ あなたは、子どもの一時預かりの施設等を利用したことがありますか。

（ＡからＤの項目ごとにひとつに○）

項   目 利用の有無 利用頻度

Ａ ファミリー・サポート・センターの育児支援
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｂ 保育園の一時預かり
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｃ 幼稚園の預かり保育
①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

Ｄ すこやか子育て交流館（りぼんかん）の

一時預かり

①有

②無

①毎週

②毎月

③年、数回

問 15 あなたは、どのような子育て支援を活用していますか。（または、活用したことが

ありますか）また、どのような子育て支援があればいいと考えていますか。

（最も希望するもの３つに○）

３つまで○ ３つまで○

項   目 現在活用している 充実して欲しい

①電話相談

②家庭訪問

③保育園や幼稚園への通園

④子育て講座の受講

⑤保護者同士の交流会

⑥子どもの発達相談や健診

⑦育児サークル

⑧地区ごとの子ども行事

⑨保護者への心理相談

⑩その他（               ）
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・なぐられる

・けられる

・たたかれる

・引きずりまわ

される  など

・怒鳴られる

・無視される

・子どもを盾に脅される

・交友関係を制限される

        など

・生活費を渡さ

れない

・お金の使い道

を細かく確認

される など

・性行為を強要

される

・避妊に協力し

てもらえない

     など

４ 暴力（ＤＶ）について

下のＤＶについての説明を読んだうえで、お答えください。

※ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは・・・

一般的には、配偶者や恋人など親密な関係にある、又はあった者からふるわれる暴力を

いい、身体的な暴力だけでなく、社会的地位や信用・経済力・腕力などの「力」を背景に、

様々な暴力の形をとって、相手を支配しようとする行為であり、犯罪となる行為をも含む

重大な人権侵害です。

（下記はＤＶ事例の一部）

★身体的なもの      ★精神的なもの      ★経済的なもの     ★性的なもの

問 16 あなたは、「男性は仕事、女性は家庭」という考え方についてどう思いますか。

（ひとつに○）
   

①賛成                ②どちらかといえば賛成

③どちらかといえば反対        ④反対

問 16－１ 問 16と答えられた理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①男性は仕事、女性は家事・育児に向いているから

②家族を養うのは男性の責任で、子育てや家族の世話は女性の責任だから

③子どもの頃からそうした教育をされているから

④女性は仕事を持っても不利な条件におかれるから

⑤男女の役割をはっきりと分ける方が仕事も家庭もうまくいくから

⑥社会全体にそうした風潮があるから

⑦その他（具体的に：                   ）
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問 17 あなたは現在又はこれまでに、交際相手から次のようなことをされたことがあります

か。（ＡからＨの項目ごとにひとつに○）

項   目
①

あった

②

時々あった

③

なかった

Ａ 殴ったり、殴るふりをする

Ｂ
携帯を勝手にチェックしたり、

異性のアドレスを消せと言う

Ｃ
異性の話に不機嫌になったり、

異性と話すなと言う

Ｄ
頻繁に電話をかけてきたり、メールを送っ

てきて、すぐに返事をしないと怒る

Ｅ
何事も交際相手を優先しないと

不機嫌になる

Ｆ 大声でどなったり、傷つく言い方をされる

Ｇ
イヤと言っているのに、性的行為を

強要される

Ｈ 避妊に協力してくれない

※問17で『①あった』『②時々あった』に１つでもご回答された方にお聞きします。

ＡからＨのすべての項目において『③なかった』とご回答された方は問 25にお進みくださ

い。

問 18 問 17 のようなことを現在（過去１年以内を含む）も受けていますか。（ひとつに○）

   ①現在も受けている   → 問 19から問 24までご回答後、問 25へ

②現在は受けていない  → 問 21 へ
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※問 18で『①現在も受けている』とご回答された方にお聞きします。

問 19 問 17 のようなことをされて、相手のことやその行為をどう感じていますか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①自分が悪い

②愛されているからこそされる

③こわい

④たまたまそうしただけで本当の彼（彼女）は違う

⑤彼（彼女）が好きだ

⑥嫌だけれど仕方ない

⑦わからない

⑧その他（                     ）

問 20 問 17 のような行為をする相手と、今後どうしたいと考えていますか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①結婚したい（結婚した）

②このまま交際を続けたい

③別れたい（別れた）

④相手との関係について、どこ（だれ）かに相談したい

⑤別れたいが、別れられない

⑥わからない

⑦その他（                        ）
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問 21 問 17 のようなことをされたのは、いつからですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①１０代の頃

②２０代の頃

③３０代の頃

④４０代以上

⑤わからない（覚えていない）

問 22 問 17 のようなことをされ始めた時、あなたは何をしていましたか。

   （あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①中学生

②高校生

③大学生、専門学校生

④社会人（有職）

⑤社会人（無職）

⑥わからない（覚えていない）

⑦その他（                        ）
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問 23 問 17 のようなことをされ始めた時、交際相手は何をしていましたか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①中学生

②高校生

③大学生、専門学校生

④社会人（有職）

⑤社会人（無職）

⑥わからない（覚えていない）

⑦その他（                        ）

問 24 問 17 のようなことをされたとき、どう感じましたか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①怖かった

②腹が立った

③びっくりした

④みじめだった

⑤愛されていると思った

⑥自分を特別な人だと感じた

⑦何も思わなかった

⑧わからない（覚えていない）

⑨その他（                        ）
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問 25 親密な交際中における暴力を防止するためには、どのようなことが必要だと思います

か。あてはまるものすべてに○をつけ、最も必要だと思うものに◎をつけてください。

あてはまるもの

すべてに○

（最も必要な

ものに◎）

①家庭で保護者が子どもに対し、暴力を防止するための

教育を行う

②学校・大学で児童・生徒・学生に対し、

暴力を防止するための教育を行う

③地域で、暴力を防止するための研修会、イベントなどを行う

④メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う

⑤被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす

⑥警察や医療関係者などに対し、研修や啓発を行う

⑦暴力をふるったことのある者に対し、

二度と繰り返さないための教育を行う

⑧加害者への罰則を強化する

⑨暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、ゲームソフト、

インターネット情報など）を規制する

⑩特にない

⑪わからない

⑫その他（                         ）

問 26 親密な交際中における暴力を防止するための学校等での教育はいつからスタートす

るのが望ましいと思いますか。（ひとつに○）

①小学生から             ②中学生から

③高校生から             ④大学生・専門学校生から

⑤必要ない              ⑥わからない
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５ 自殺について

問 27 あなたは、この 1年間（平成２５年１０月から平成２６年９月まで）で自殺したい

(死にたい)と考えたことがありますか。（ひとつに○）

   

①考えたことがある → 問 27－１、２、３ご回答後、問 28へ

②考えたことはない → 問 28へ

問 27で『①考えたことがある』とご回答された方にお聞きします。

問 27－１ 自殺を考えたときの一番の原因は何ですか。（ひとつに○）

   

①家庭問題              ②健康問題

③経済・生活問題            ④男女問題  

⑤学校問題              ⑥勤務問題

⑦孤独感・近隣関係           ⑧その他（          ）

問 27－２ あなたは、自殺をしたいと思ったときにだれ（どこか）に相談しましたか。

（あてはまるものすべてに○）

  あてはまるもの

すべてに○

①配偶者

②配偶者以外の家族

③友人・知人

④相談機関（市役所・いのちの電話など）

⑤学校

⑥職場

⑦医療機関

⑧相談していない

⑨その他（                        ）
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問 27－３ あなたは、自殺したいと思った原因による精神的苦痛などのため、

医療機関を受診したことがありますか。（ひとつに○）

  

①ある              ②ない

問 28 自殺に関して相談ができるところを知っていますか。（ひとつに○）

①知っている           ②知らない   

※困りごとや悩みに関する相談窓口があります。ひとりで悩まずにご相談ください。

主な相談窓口 電話番号

鹿児島市保健所 ０９９－２５８－２３５１

鹿児島市保健センター・保健福祉課 最寄りの保健センター・保健福祉課に

お問い合わせください

鹿児島市市民相談センター ０９９－２１６－１２０５

鹿児島市精神保健福祉交流センター ０９９－２１４－３３５２

鹿児島県自殺予防情報センター ０９９－２２８－９５５８

鹿児島県精神保健福祉センター ０９９－２１８－４７５５

鹿児島いのちの電話 ０９９－２５０－７０００

問 29 あなたが相談したいと思ったとき、どのようなところに相談場所があればよいと

思いますか。（あてはまるものすべてに〇）

あてはまるもの

すべてに○

①駅の構内

②ショッピングセンター

③図書館

④ハローワーク

⑤デパート

⑥その他（                      ）
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問 30 相談場所を利用しやすい時間帯はいつですか。（最も希望するもの３つに〇）

問 31 自殺について知っていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①鹿児島市で毎年約100 人の方が自殺で亡くなっている

②自殺は追い込まれた末の死である

③自殺は防ぐことができる

④悩んでいる人はサインを発していることが多い

⑤自分のうつ病のサインに気づいたとき、

医療機関へ相談することは大切である

⑥身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、

医療機関への相談を勧めることは大切である

⑦自殺の危険性がある人に、相談窓口や専門家などの支援に関する

情報を提供することは大切である

⑧考えたことがない

⑨その他（                          ）

10：00～12：00 12：00～15：00 15：00～18：00 18：00以降

平 日

土 曜

日 曜
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６ 防災について

※問 32～34 は桜島にお住まいの方への質問です。

問 32 桜島の大噴火時には、市役所から避難情報を広報します。

避難情報などの情報は何で収集しますか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①テレビ・ラジオ

②防災行政無線

③広報車、消防車両

④安心ネットワーク１１９メール

⑤エリアメール

⑥市ホームページ

⑦近所の声掛け

⑧わからない

問 33 避難情報は、消防局等から携帯電話のメール（安心ネットワーク１１９メール）を

通じて広報しますが、携帯電話をお持ちですか。（ひとつに○）

①はい                ②いいえ
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問 34 「避難勧告」が出された場合、避難港へ避難して「家族カード」を提出することと

なっていますが、「避難勧告」が出される前に、自主的に避難する場合、避難した

ことを地域の方などにどのように伝えようと考えていますか。（ひとつに○）

①特に誰にも伝えない

②近所の人へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

③町内会長へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

④消防団員へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

⑤民生委員へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

⑥わからない

問 35 事故やけがの予防に関しご意見、ご感想などありましたらご記入ください。

質問は以上です。最後までご協力頂きましてありがとうございました。

同封の返信用封筒（切手不要）に、この調査票を入れ

１１月１８日（火)までに、郵便ポストに投函くださいますようお願いします。
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高齢者の事故やけがなどに関する調査へのご協力のお願い

かねてから、鹿児島市政にご理解とご協力を賜りありがとうございます。

本市では、今年度から、世界保健機関（ＷＨＯ）が推進している「セーフコミュニ

ティ」に取り組んでおります。

「セーフコミュニティ」とは、安心安全に生活できるまちづくりのために、市民、

関係団体そして行政が協働して事故やけがの防止に取り組む活動を行っている自治体

をＷＨＯ関連機関が認証する制度です。

今回の調査は、事故やけがの防止対策に役立てるために、市民の事故やけがの実態

に関し調査するもので、本市にお住まいの６５歳以上の方の中から２，０００人の方

を無作為に選び、調査票をお送りしております。

ご多忙中、誠に恐縮ですが、調査趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

※ この調査結果は、セーフコミュニティの推進に関する以外の目的では一切利用い

たしませんので、率直なご意見をお聞かせくださいますよう、お願いします。

● 調査票の記入について

１ 調査対象としている方がご回答ください。（ご本人様がご回答できない場合は、ご家族

の方などが、可能な範囲で聞き取り等を行いご回答ください。）

２ 特別の注意書きがない限り、平成２６年１０月１日（水）現在でご回答ください。

３ 特別の注意書きがない限り、回答欄中のあてはまる番号を○で囲んでください。また、

かっこ内には適切な言葉をご記入ください。

４ ご回答後の調査票は、お手数ですが平成２６年１１月１８日（火）までに、同封の返

信用封筒（切手不要）に入れ、郵便ポストに投函くださいますようお願いします。

５ 本調査に関してご不明な点などございましたら、お手数ですが下記までご連絡くださ

い。

お問合せ先

  〒８９２－８６７７

  鹿児島市山下町１１－１ 鹿児島市 市民局 危機管理部 安心安全課

              電話２１６－１２０９  ＦＡＸ２２６－０７４８
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平成２６年度事故やけがに関する調査（高齢者）

あてはまる番号に○をつけてください。カッコ内には適切な言葉をご記入ください。

１ あなたのことやお住まいについて

問１ あなたの性別や世帯構成などにについてお聞きします。

問２ あなたのお住まいについてお聞きします。

(1) 対象（封書の宛名）  

  の方

※26 年 10 月 1日現在

性別   ①男      ②女

年齢  （     ）歳

(2) 対象（封書の宛名）  

  の方の就労状況

※26年 10 月 1日現在

就労状況 ①就労している ②就労していない

(3) 世帯構成

①単身

②夫婦だけ（配偶者も６５歳以上）

③夫婦だけ（配偶者は６５歳未満）

④３人以上（世帯のすべてが６５歳以上）

⑤３人以上（６５歳未満の家族がいる）

⑥その他

(1) 現住所地 （             ）例）山下町、谷山中央４丁目

(2) 小学校区 ①（       ）校区   ② 分からない
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２ 交通安全について

問３ あなたは、自動車運転中、自分の不注意で事故に遭いそうになり、ヒヤリとしたこと

がありますか。（ひとつに○）

①ある   → 問３－１ご回答後、問４へ

②ない

③自分の不注意以外でヒヤリとしたことがある（相手の飛び出しなど）

④自動車は運転しない

⑤わからない

問３で『①ある』とご回答された方にお聞きします。

問３－１ あなたは、どのようなときに交通事故に遭いそうになり、ヒヤリとしましたか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①ハンドル操作やブレーキ操作を誤ったとき

②考え事をしながら運転していたとき

③よそ見をしながら運転していたとき

④寝不足や風邪薬等で眠くなったとき

⑤前方、左右、後方の安全確認を怠ったとき

⑥対向車の動きを見ていなかったとき

⑦道路横断中の歩行者等に気づくのが遅れたとき

⑧スピードを出しすぎて操作が上手くできなかったとき

⑨携帯やカーナビ等を操作し、運転に集中していなかったとき

⑩車間距離を十分にとっていなかったとき

⑪急発進をしたとき

⑫安全確認を怠り、車線変更をしたとき

⑬夜間にライトをつけ忘れていたとき

⑭夜間に歩行者等に気づくのが遅れたとき

⑮信号や一時停止等の規制を見落としたとき

⑯悪天候などで、視界や路面状態が悪いなか運転したとき

⑰その他（                     ）

→ 問４へ
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問４ あなたは、この１年間（平成２５年１０月から平成２６年９月まで）に交通安全教室

（講習会などを含む）に参加したことがありますか。（ひとつに○）

①ある                ②ない  → 問４－１ご回答後、問５へ

③わからない

問４で『②ない』とご回答された方にお聞きします。

問４－１ あなたが、交通安全教室（講習会などを含む）に参加したことがない理由は何

ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①以前に参加したことがあるから

②交通ルールを知っており、常に守っているから

③どのように参加すればいいのかわからないから

④いつ、どこで開催されているのかわからないから

⑤参加したい内容の教室がないから

⑥参加する時間がないから

⑦開催場所が遠い、または交通が不便な場所であるから

⑧教室が長時間であると耐えられないから

⑨一緒に参加する人がいないから

⑩参加するのが面倒だから

⑪人が集まる場所が苦手だから

⑫その他（                       ）

→ 問５へ
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問５ 近年、歩行中にスマートフォンを使用する、「歩きスマホ」が社会問題となっています

が、あなたは、歩行中や自動車等運転中に、携帯電話（スマートフォンを含む）を使

用したことがありますか。（あてはまるものすべてに○）

※使用したことがない方、携帯電話（スマートフォンを含む）をお持ちでない方は、⑤

に○をつけてください。

あてはまるもの

すべてに○

①歩行中に使用したことがある

②自動車運転中に使用したことがある

③原動機付自転車運転中に使用したことがある

④自転車運転中に使用したことがある

⑤使用したことはない

「歩きスマホ」とは、歩行中にスマートフォンを操作したり、画面に注視することで

す。

スマートフォンなどの携帯電話を歩行中に使用することは、周りが見えなくなり、大

変危険です。立ち止まって安全な場所で使用するよう心がけましょう。

また、自動車や自転車運転中の携帯電話（スマートフォンを含む）の使用は法律で禁

止されています。重大な事故の原因ともなりますので、絶対に行わないようにしまし

ょう。
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問６ あなたは、自動車や原動機付自転車、自転車の運転中、携帯電話（スマートフォンを

含む）の使用が法律で禁止されていることを知っていますか。（ひとつに○）

①知っている                  ②知らない

③わからない

＜道路交通法一部抜粋＞

＜鹿児島県道路交通法施行細則一部抜粋＞

問７ あなたは、歩行中に道路を横断する際、近辺に横断歩道がある場合は利用しています

か。（ひとつに○）

①必ず利用している  

②時々利用する     

③利用しない       → 問７－１ご回答後、問８へ

→ 問８へ

自動車または原動機付自転車を運転するときは、停止しているときを除き、携帯電話

用装置等を通話のために使用し、又は画像表示用装置に表示された画像を注視しては

ならない。

【罰則規定】

・５万円以下の罰金

・規定に違反して交通の危険を生じさせた場合、３月以下の懲役又は５万円以下の罰金

自転車を運転するときは、携帯電話用装置を手で保持して通話若しくは操作を行い、

又は画像表示用装置に表示された画像を注視しないこと。

【罰則規定】

・５万円以下の罰金
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問７で『③利用しない』とご回答された方にお聞きします。

問７－１ 横断歩道を利用しない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①面倒くさいから

②遠回りになるから

③横断歩道は必ずしも安全ではないから

④どこを渡ろうが事故をしなければよいと思うから

⑤他の人も利用していないから

⑥その他（                        ）

問８ あなたは、歩行中に道路を横断する際、安全確認をおこなっていますか。（ひとつに○）

①しっかり確認している

②渡り始めに確認し、そのまま横断している

③あまり確認しない

④まったく確認しない

⑤その他（                     ）

＜道路の安全な渡り方＞

・右左右を見て、安全を確認して横断を始める。さらに、道路中央付近でもう一度左右を

確認する。

・車両の直前・直後の横断や、通行量の多い道路での無理な横断は危険なので、行わない。

・夜間、外出する際は、明るい色の服装に夜光反射材を着用する。



鹿児島市                                市民用（高齢者）調査票

300

問９ あなたは、歩行中に信号機のついた横断歩道を渡る際、ルール（信号）を守っていま

すか。（ひとつに○）

①守っている

②概ね守っている

③あまり守っていない

④ほとんど守っていない

問９で『③あまり守っていない』『④ほとんど守っていない』のいずれかにご回答された方

にお聞きします。

問９－１ ルール（信号）を守っていないことがある理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①信号を待つのが面倒くさいから

②自分で安全確認をしているから

③事故さえしなければよいと思うから

④信号が青の間に渡りきれないから

⑤信号の待ち時間が長すぎるから

⑥その他（                        ）

→ 問９－１ご回答後、問 10へ

→ 問 10へ
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３ 転倒予防について

歩行や転倒についてお聞きします。

問 10 この 1年間（平成２５年１０月から平成２６年９月まで）に転んだことがありますか。

（ひとつに○）

①ある           ②ない

問 11 転倒に対する不安はありますか。（ひとつに○）

①とても不安を感じる      ②やや不安を感じる

③どちらでもない        ④あまり不安を感じない

⑤まったく不安を感じない    ⑥その他（                ）

問 12 階段を手すりや壁をつたわらずに昇り降りできますか。（ひとつに○）

①はい            ②いいえ

問 13 15分程度（杖を使っても可）続けて歩くことができますか？（ひとつに○）

①できる            ②できない

問 14 以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか。（ひとつに○）

①思う            ②思わない

問 15 手押し車を使っていますか。（ひとつに○）

①使っている          ②使っていない

問 16 杖を使っていますか。（ひとつに○）

①使っている          ②使っていない
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４ 介護予防について

問 17 介護予防のための教室等に参加したいと思いますか。（ひとつに○）

①参加している

②現在は参加していないが、今後参加したい

③参加する気はない               → 問 19 ご回答後、問20へ

④わからない                  → 問 20 へ

問 17 で『①参加している』『②現在は参加していないが、今後参加したい』のいずれかに

ご回答された方にお聞きします。

問 18 次にあげる介護予防事業のうち、参加したいと思うものは何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①転倒や骨折予防などのための運動能力、筋力の向上

②食生活の見直しや栄養の改善など低栄養予防

③いろいろな人と交流を図ることによるうつ病や閉じこもりの予防

④口の中を清潔に保ち、歯科疾患などを積極的に予防する口腔ケア

⑤頭や身体を使う脳トレーニングなどの認知症予防

⑥その他（                        ）

→ 問 18ご回答後、問 20へ
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問 17で『③参加する気はない』とご回答された方にお聞きします。

問 19 介護予防教室に参加する気がない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①健康状態や体力に不安がないから

②めんどうだから

③時間がとれないから

④何をするのかわからないから

⑤一人では参加しにくいから

⑥参加する場所が遠いから

⑦教室に参加しなくても自分でできるから

⑧その他（                       ）

５ 認知症に対する理解について

問 20 あなたは認知症について知っていますか。（ひとつに〇）

①知っている         ②知らない

問 21 あなたは、認知症は病気だと思いますか。（ひとつに〇）

①そう思う           ②どちらかと言えばそう思う

③どちらかと言えばそう思わない   ④そう思わない

⑤わからない            ⑥その他（             ）

問 22 あなたは、ご自身について、認知症に対する不安や心配がありますか。（ひとつに〇）

①ある      ②どちらかと言えばある   ③どちらかと言えばない    

④ない      ⑤わからない

⑥その他（                     ）
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問 23 あなたは、ご家族について、認知症に対する不安や心配がありますか。（ひとつに〇）

①ある      ②どちらかと言えばある   ③どちらかと言えばない    

④ない      ⑤わからない

⑥その他（                     ）

問 24 あなたが自身や家族について認知症に関する不安をもったとき、相談したいと考える

のは誰(どこ)ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるものす

べてに○

①家族・親族

②知人・友人

③民生委員

④医療機関

⑤長寿あんしん相談センター(地域包括支援センター)

⑥市高齢者相談窓口

⑦市保健所、保健センター       

⑧わからない

⑨その他（                ）

問 25 認知症サポーター(認知症に関する学習会を受講し、認知症の人やその家族を温かく

   見守る応援者）についてご存知ですか。（ひとつに○）

①よく知っている            ②少し知っている  

③聞いたことはあるがあまり知らない   ④まったく知らない

問 26 あなたは、「認知症サポーター養成講座」を受講してみたいと思いますか。

（ひとつに○）

①すでに受講した           ②受講したい  

③どちらかといえば受講したい     ④どちらかといえば受講したくない

⑤受講したくない            ⑥わからない



鹿児島市                                市民用（高齢者）調査票

305

６ 自殺について

問 27 あなたは、この 1年間（平成２５年１０月から平成２６年９月まで）で自殺したい(死

にたい)と考えたことがありますか。（ひとつに○）

   

①考えたことがある → 問 27－１、２、３ご回答後、問 28へ

②考えたことはない → 問 28へ

問 27で『①考えたことがある』とご回答された方にお聞きします。

問 27－１ 自殺を考えたときの一番の原因は何ですか。（ひとつに○）

   

①家庭問題               ⑤学校問題

②健康問題               ⑥勤務問題

③経済・生活問題            ⑦孤独感・近隣関係

④男女問題               ⑧その他（           ）

問 27－２ あなたは、自殺をしたいと思ったときにだれ（どこか）に相談しましたか。

（あてはまるものすべてに○）

  

あてはまるも

のすべてに○

①配偶者

②配偶者以外の家族

③友人・知人

④相談機関（市役所・いのちの電話など）

⑤学校

⑥職場

⑦医療機関

⑧相談していない

⑨その他（                        ）
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問 27－３ あなたは、自殺したいと思った原因による精神的苦痛などのため、医療機関

を受診したことがありますか。（ひとつに○）

  

①ある              ②ない

問 28 自殺に関して相談ができるところを知っていますか。（ひとつに○）

①知っている           ②知らない   

  ※困りごとや悩みに関する相談窓口があります。ひとりで悩まずにご相談ください。

主な相談窓口 電話番号

鹿児島市保健所 ０９９－２５８－２３５１

鹿児島市保健センター・保健福祉課 最寄りの保健ｾﾝﾀｰ・保健福祉

課にお問い合わせください

鹿児島市市民相談センター ０９９－２１６－１２０５

鹿児島市精神保健福祉交流センター ０９９－２１４－３３５２

鹿児島県自殺予防情報センター ０９９－２２８－９５５８

鹿児島県精神保健福祉センター ０９９－２１８－４７５５

鹿児島いのちの電話 ０９９－２５０－７０００

問 29 あなたが相談したいと思ったとき、どのようなところに相談場所があればよいと思い

ますか。（あてはまるものすべてに〇）

あてはまるも

のすべてに○

①駅の構内

②ショッピングセンター

③図書館

④ハローワーク

⑤デパート

⑥その他（                    ）
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問 30 相談場所を利用しやすい時間帯はいつですか。（最も希望するもの３つに〇）

問 31 自殺について知っていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるも

のすべてに○

①鹿児島市で毎年約 100 人の方が自殺で亡くなっている

②自殺は追い込まれた末の死である

③自殺は防ぐことができる

④悩んでいる人はサインを発していることが多い

⑤自分のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関へ相談することは大切であ

る

⑥身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関への相談を勧めること

は大切である

⑦自殺の危険性がある人に相談窓口や専門家などの支援に関する情報を提供す

ることは大切である

⑧考えたことがない

⑨その他（                             ）

10：00～12：00 12：00～15：00 15：00～18：00 18：00以降

平日

土曜

日曜
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７ 防災について

※問 32～34 は桜島にお住まいの方への質問です。

問 32 桜島の大噴火時には、市役所から避難情報を広報します。避難情報などの情報は何で

収集しますか。（あてはまるものすべてに○）

あてはまるもの

すべてに○

①テレビ・ラジオ

②防災行政無線

③広報車、消防車両

④安心ネットワーク１１９メール

⑤エリアメール

⑥市ホームページ

⑦近所の声掛け

⑧わからない

問 33 避難情報は、消防局等から携帯電話のメール（安心ネットワーク１１９メール）を通

じて広報しますが、携帯電話をお持ちですか。（ひとつに○）

①はい                ②いいえ

問 34 「避難勧告」が出された場合、避難港へ避難して「家族カード」を提出することとな

っていますが、「避難勧告」が出される前に、自主的に避難する場合、避難したこと

を地域の方などにどのように伝えようと考えていますか。（ひとつに○）

①特に誰にも伝えない

②近所の人へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

③町内会長へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

④消防団員へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

⑤民生委員へ事前避難することを伝える（家族カードを預ける）

⑥わからない
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問 35 事故やけがの予防に関しご意見、ご感想などありましたらご記入ください。

質問は以上です。最後までご協力頂きましてありがとうございました。

同封の返信用封筒（切手不要）に、この調査票を入れ１１月１８日（火)までに、郵便

ポストに投函くださいますようお願いします。


